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					仕上がりを良くしたい！屋根塗装のクオリティ向上に役立つ雑学を一挙に紹介
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					お家の中で最も重要な部位は、実は屋根なのです。
屋根が機能しなければ、すぐに家は傷み水漏れに悩むことになります。
ここではそんな大切な屋根塗装のクオリティが上がる方法についてまとめました。
品質の良い屋根とはどういうものであるのか、塗装が必要となるタイミングはどこで判断すべきなのかなど、知りたい情報を満載でお届けします。
塗装会社との見積もりで気を付けたいポイントもあるので、発注側はある程度基礎知識を入手しておくべきです。
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					仕上がりを良くしたい！屋根塗装のクオリティ向上に役立つ雑学を一挙に紹介

					屋根塗装には何を使えばいいかわからないという方は、多いものです。
近年、屋根塗装の分野でクオリティが高いと呼ばれている塗装はフッ素塗料を使用したものと言われています。
屋根塗装の中でもかなり長い年数の寿命を持ち、耐久力の高さのクオリティは最高のものです。
超高層ビルなどに使われるほど光沢も良く、丈夫で機能性が高いという点が屋根塗装で注目されている理由と言えます。
汚れから物質を保護することも可能なのできれいな状態をキープすることが出来るでしょう。


					

					屋根塗装をスムーズに行いやすい季節

					屋根塗装をスムーズに行うためには、雨が少なく気温も安定している時期で、乾燥に必要な日照時間も確保できる春から梅雨が始まる前が最適です。
屋根塗装では雨が天敵となるので、梅雨の時期と雨が多い季節は向いていません。

塗装面が濡れている状態では、塗装しても塗料が密着しなかったり、乾かないため、雨が降っているときは塗装を中止する必要があります。
また、気温が5度以下の時や湿度が85パーセント以上のときは、塗料が乾きにくく塗装が行えないため、寒い地域では平均気温が5度以下になりやすい冬場は難しくなります。

反対に夏場では、塗料が揮発しやすく乾かす時間が早まるため、塗料の調節と最適な乾燥時間の見極めが重要です。
早朝に露や霜が降りる季節も、屋根が濡れていると塗装ができないので注意が必要となります。
見積もりを複数社からとって依頼する会社を決めるまでに時間がかかるので、塗装希望月の2か月前頃が動き始めるタイミングです。


					

					屋根塗装の乾燥に影響を及ぼす気温

					屋根の耐久性を高めるためには、定期的に屋根塗装をすることもおすすめです。
屋根塗装をすることで、素材の劣化を防ぐこともできますし、遮熱性や断熱性を高めるタイプなら、室内環境が良くなるというメリットもあります。

塗料を塗ったあとは乾燥させる必要もありますが、気温も大きく影響するといわれています。
温度の高い夏場は揮発性が高まり、乾きやすくなります。
そのかわり、水分が一気に蒸発するので塗膜に気泡ができやすいともいわれています。
冬場は空気が乾いているので塗料も乾きやすくなると考えられますが、日照時間が短くなるので乾燥に時間がかかる傾向もあります。
梅雨時期は温度も高くなりますが、雨も多いので工事も中断することが多くなってしまいます。
屋根塗装は年間をい通して申し込むことはできますが、スムーズに作業を進めていくなら雨も少なく気温も安定しやすい春や秋が向いています。
この時期は繁忙期でもありますので、予約は早めにしておくことをおすすめします。


					

					屋根塗装の着手から完了までに要する時間

					何かをスタートする場合には、終わりが見えていると一安心です。
例えば、受験勉強の場合であれば、スタートは勉強を決意したその日ですが、終了は合格した時や試験がすべて終わった時です。
場合により不合格になり、大学受験ならばもう1年の可能性もあるでしょう。
ただそれであっても、やはり自分が辞めるか合格すれば終わりが来ます。
このように終了が分かっていれば、おおよそのペースを掴むことができるかもしれません。

実は、屋根塗装をする場合も同じようなことが言えるわけです。
どれほどの時間がかかるかは屋根塗装業者によって異なるものの、概ね10日ぐらいの期間は考えておいた方が良いです。
しかも営業期間が10日間と言うだけで、日曜日などは日数に入れないこととしています。
これはあくまで目安になりますので、場合によってはそれ以上伸びる可能性も否定できません。
よくある例の1つが、次の時期等で雨が降ってしまった場合です。
3日連続で雨が降っている場合には、その分だけ三日間は伸びると考えているかもしれないです。


					

					屋根塗装に向けて実施する屋外調査

					屋根塗装の屋外調査には具体的な場所を確認して見積りを出すために行われるというイメージがあります。
確かに精確な見積りを出すことも大切ですが他にも調査を行う理由が存在します。
屋根塗装を行う工事会社は現場の環境や依頼者の要望を調べて完成後のイメージを明確にしたり、屋根以外にも修繕が必要な場所がないか確認するために綿密な調査を行います。
工事会社は事前に行った調査結果に基づいて具体的な見積りを作成します。
調査は主に前情報の確認と、スタッフが実際に現地を訪れて状況を確かめる方法で行われます。
見積りを作成するには必要な塗料や施工方法を検討し図面などの資料から築年数や塗装歴、土地の環境を調べます。
前情報の収集では色や仕上がりのイメージ、予算や雨漏りなどトラブルの有無について依頼者にヒアリングを行います。
さらに塗装工事を行う場所を確認して劣化状況を調べ、使用する塗料を選定したり補修作業を検討します。
工事会社が屋根塗装を行うためには事前の綿密な屋外調査が重要になります。







防水性を高める屋根塗装で雨漏りを予防




屋根塗装をすることで外観の美観性を維持できたり、劣化した塗装膜を回復させるなどのメリットを享受できます。
外壁の状態は外気や気候からの影響を最小限にしますが、視点をかえると雨漏りを防ぐ上でも大きな意味を持っているのです。
屋根材には各種の素材が使用されており、それ自体も経年劣化していく性質をもっています。
特に屋根材に悪影響を与えるのが水分の浸入です。
水分に暴露されることで劣化の進行が早まり、住居の基本構造への浸水による劣化が懸念されます。
外壁の劣化によりクラックが入ると、水分が内部に浸透しカビの発生につながったり漏水経路の形成などのリスクも高くなります。
この点、屋根塗装には防水昨日に優れた種類の塗料も採用されています。
仮に雨漏りのリスクが気になるようであれば防水性の高い塗料を選択するというのもベターと言えます。
防水性を意識して屋根塗装をするというのも住まいの寿命をのばすと言う点からでも、考慮に値するのではないでしょうか。









屋根塗装で遮熱や断熱のコーティング




コーティングと呼ばれるものを知っている人は少なくないはずですが、屋根塗装をする場合にはそのコーティングがとても重要になります。
1日中外に出てみるとわかるわけですが、夏場以外でも比較的紫外線の強い時期は多いです。
例えば5月でも日焼けをする時期といえますので、油断をして1日中外にいると真っ赤になってしまいます。
逆に冬の場合には、昼間は何とか耐えることができる寒さでも、夜の寒さはなかなか身にこたえるでしょう。
住宅を擬人化するわけではありませんが、住宅も寒さや暑さに耐えています。
そして最も太陽が直撃するところや雪が降ったときに最も被害が多いのは屋根の部分です。
この部分は、常にコートをしておかなければすぐに劣化してしまうかもしれません。
屋根塗装をする場合も、当然ながら表面をなめらかにすると同時に保護することで、耐久力を高めることができます。
結果的に、一度表面をしっかり行えば長期間塗装をしなくても良くなるでしょう。









屋根塗装における重ね塗りの効果とは




屋根塗装では当たり前のように塗料の重ね塗りが行われていますが、そうすることで得られる効果について気になるのではないでしょうか。
屋根塗装は紫外線や酸性雨に強風など、屋根にダメージを与える要因を一手に引き受けるいわばコーティングにあたります。
この為、薄く1回だけ塗っただけでは不十分ですし、簡単に塗膜に傷が入ったりダメージが広がることになります。
塗料メーカーは本来の性能を発揮する為に、塗り方に関する細かな指定を行っています。
その1つにあたるのが重ね塗りで、複数回塗料を塗ることで屋根塗装の耐久性が増し、寿命が長くなるわけです。
金属のメッキもそうですが、層が薄いと簡単に傷がついてしまいますし、下地が出やすくなります。
下地が出ると屋根を保護するコーティングの効果が得られず、期待した寿命を迎える前に屋根の劣化が進んでしまいます。
屋根塗装は重ねて塗るのが常識で、そのように指定があることから、やはり効果があるのは確かですし、とても大切なことだといえるのではないでしょうか。









屋根塗装では屋根素材の特性を考慮




どんな立派な家でも時間とともに古くなっていき、ひび割れなどが目立ってきて非常に危険な状態になることがあります。
そこまでになったら手遅れで、手間が案外かかります。
そこで早いうちから屋根塗装の定期検査などをお願いしておきましょう。
屋根塗装と屋根に使う屋根素材は専門業者がいるので、前もって打ち合わせをして自分が満足するまで決めていきます。
素材によっては金額がはることもありますが、高いほど丈夫であり、頑丈ですから長持ちはします。
安いものはそれなりの価値だけしかないため、損失率も大きいのです。
少々高くても素材の良い屋根塗装がいいのです。
自分の家ですから満足のいくまで塗装をお願いしましょう。
綿密な計画に基づいて取り組んでいくのがいいです。









カビや苔の除去は屋根塗装の定着に必要




屋根に発生するカビや苔はスレートの屋根に多く、見た目の悪さだけでなく悪臭や屋根の機能にも影響するので、屋根塗装などの処置が必要です。
処置を行う前には必ずきれいに掃除して取り除くことが大切で、なぜなら放置したまま塗装を行うと、塗料がうまく定着しないからです。
苔などは水分を含んでいることもあり、その上から塗料を塗ってもすぐに剥がれてしまいます。
カビも種類によっては屋根に凹凸をつけるものもあり、滑らかな場所だとうまく定着できても、凹凸があると塗りむらができ、きれいに定着できません。
他にも放置して塗装を行うデメリットは塗装効果が長く続がないことで、いくら塗り直してもその下にあるコケなどは生きているわけで増殖します。
こうなるとさらに悪影響は拡大し、せっかく高い費用をかけた塗装もすぐに劣化してしまいます。
専門の屋根塗装業者は高圧洗浄機や専用の洗剤を使って取り除いて塗装するので安心で、屋根に登っての危険な処置なので、決して一般の方が行わないことです。









環境に優しい塗料を使って作業を行う屋根塗装




外部の様々な刺激から家を守っている屋根も、経年劣化の影響を受けます。

屋根が劣化して室内に雨水が漏れると、カビの繁殖や柱が腐食する原因になります。

タイミングを見極めて屋根塗装を行うと、建物の美観を守りながら快適な住環境を維持できます。

屋根塗装では様々な塗料を使っていますが、遮熱塗料を使うと夏でも屋根の温度上昇を抑えられます。

使用する電力量が減ると二酸化炭素の削減に貢献でき、地球環境の保護にも繋がります。

屋根塗装は、足場の設置から最終検査まで様々な工程があります。

職人が安全に作業できるように足場を設置して、汚れを防ぐために養生を行います。

屋根に付着している汚れを高圧洗浄で洗い落とし、下塗りから上塗りまでの塗装作業に進みます。

下塗りも上塗りも、用途に合わせて適切な塗料を選択します。

タイミングを見極めて屋根塗装を行うと、家の資産価値も保てます。

美しい塗装の屋根は見栄えが良くなり、住みやすい印象を与えます。









屋根塗装のリフォームで耐久性を高めたい場合の選択肢




屋根塗装を行う場合、一般的には塗料はアクリルとウレタン、シリコンやフッ素の4種類がメインで採用されてきましたが、耐久性を高めたいと希望する方は、この4種の中では当然ながら最高ランクのフッ素塗料を選ぶ方法になります。
一方で塗料は進化をしており、現在では屋根塗装を行う専門会社による違いはありますが、無機系ハイブリッド塗料なども登場しています。
フッ素系の耐久性が約15年程度に対して、無機系ハイブリッドでは16年から20年程度になることから比較にならないほどの効果を発揮できます。
屋根塗装では無機系塗料を使うと高額な料金が掛かってしまうものの、ウレタンやシリコンなどと比較をした場合は高寿命故に結果的にコストパフォーマンスに優れた塗料として使えるのではないでしょうか。
忘れてはならないことはあり、屋根塗装をする際には下塗り剤を使うこともかなり重要になり、品質の高い下塗り剤を最初に塗装しておくことで最大限に効果を発揮させられます。









屋根塗装を選ぶときは色彩も重要になってくる




屋根塗装の際に重要となるのが色彩で、選び方によって住宅のイメージが大きく変化します。
グレーやダークブラウンは人気の高い色彩で、落ち着きがあり見る人に高級感を与えるのがその理由です。
外壁が薄い色や明るいカラーの場合、コントラストがメリハリのあるデザインになります。
ただし、黒に近い色は太陽光を吸収しやすく、遮熱塗料を選ぶなどの工夫が必要です。

反対に白っぽい色は遮熱効果が最も高く、屋根の温度が上がるのを防ぎ光熱費を抑制する効果が期待できます。
白色系では、完全な白よりもシルバーホワイトなどが人気です。
屋根は風雨に晒される場所のため、汚れやすいという特徴があります。
そのため屋根塗装では汚れが目立ちにくいことを考え、暗色系のジェットブラックや明色系のサンドベージュもよく選ばれます。
濃い色は汚れが目立ちにくい印象がありますが、経年劣化で色褪せが生じた場合にかえって目につきやすくなります。
苔や藻が発生した時は、それらの茶や黄などが濃い色にくっきりと見えてしまいます。









屋根塗装は条件が合えば補助金の対象になる可能性があります




こだまで何度も屋根塗装と外壁塗装を行ってきた住宅も数多くありますが、現在ではどちらの塗装でも補助金の対象になる場合があるので、損をしないためにはインターネットやお住いの自治体のホームページなどで確認をすることが最善策です。
屋根塗装の場合は断熱塗料や遮熱塗料を使う場合に適用されることが基本になり、エコな住環境になることから消費エネルギーの削減につながることで対象としています。
補助金の申請においては各自治体で異なる条件がありますが、税金を滞納していないことや居住年数などを条件にしている場合もあります。
提出書類を準備して施工前に申請する必要性があるので、屋根塗装で断熱塗料、遮熱塗料を使うような方は、施工会社側で申請手続きに慣れている会社を利用することで煩雑な作業から解放されます。
施工会社においても各自治体で指定をしている場合もあるので、どちらにしてもインターネットから情報を確認しておくことは必要ではないでしょうか。









屋根塗装を行うときに汚れにくいコンディションにするための塗料




屋根塗装は外壁塗装と同じように、定期的に塗り直しをすることは住宅を守る上では重要です。使うことができる塗料の種類は非常に多いものですが、屋根塗装で汚れにくいコンディションを保ちたい方であれば、光触媒を選択することが最善策です。
数多くある塗料の中でも光触媒は機能性が高く、汚れを浮かせて雨で流すという一連の作業を自動的に行なえる唯一の塗料です。
外壁でも採用されることが多いのですが、屋根に対して汚れにくいようにしたいと希望する方は、住宅の構造上で屋根が目立っている住宅が多い傾向にあります。
逆に言えば目立っていない住宅の場合では、ランクの高めなシリコンやフッ素塗料などを利用して艶を通常よりも増す方法でも汚れにくさは実現できます。
住宅塗装の場合は艶があり過ぎると安っぽく見えてしまう一面がありますが、光触媒を使うことは最善策になるものの目立ちにくい屋根であれば艶で調整する方法で安く施工すこともメリットがあるのではないでしょうか。
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							著者：宮城健男

							筆者プロフィール

							神奈川県横浜市生まれ。今年自宅の屋根塗装を行う。自分の体験をもとに屋根塗装について記事をまとめました。
横浜の屋根塗装会社
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					お家の中で最も重要な部位は、実は屋根なのです。屋根が機能しなければ、すぐに家は傷み水漏れに悩むことになります。ここではそんな大切な屋根塗装のクオリティが上がる方法についてまとめました。品質の良い屋根とはどういうものであるのか、塗装が必要となるタイミングはどこで判断すべきなのかなど、知りたい情報を満載でお届けします。塗装会社との見積もりで気を付けたいポイントもあるので、発注側はある程度基礎知識を入手しておくべきです。
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